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研究成果の概要（和文）：視覚障碍者のためのブラインドナビゲーションシステムの開発を目指し、一人称カメ
ラ、GPS、街並画像データベースを組み合わせ、4件の提案開発を行った。a)一人称カメラにより撮影された画像
と街並画像データベースのマッチングを行い、歩行者の自己位置および進行方向を推定を実現したb) 信号機の
信号色の認識のために、ハイパースペクトルカメラを用いて知覚色認識に有効なスペクトルの識別を実現したc)
リアルタイムでの障害物や、周辺の移動物体検出を実現したd)歩行時の視覚障碍者にはどのような情報やナビゲ
ーションが必要かを明らかにするために、歩行時の視覚障碍者の歩行時の視野の計測法を実現した。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at development of the blind navigation system for a 
visually impaired person.This research proposed four methods using a first person camera, GPS, and 
an image database.a) Match the image captured by the first person camera and the image database to 
estimate the self position and the direction of movement of the pedestrian.b) For recognition of the
 signal color of a signal, the hyper-spectrum camera was used and the spectrum effective in color 
recognition was discriminated.c)The obstacle and the movable object detected in real time.d)In order
 to clarify the information necessary for the visually handicapped by walking, we proposed a method 
to measure vision during walking by a visually handicapped.

研究分野： 画像認識
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
日本には 30 万人以上の視覚障碍者が生活し

ているが、生活する上でのインフラ整備がま

だ追いついていない場面が多い。さらに平成

28 年 4 月からは障碍者差別解消法が施行さ

れ、国や地方公共団体において、合理的配慮

の不提供の禁止は法的義務となる。つまり、

障害の種類に関わらず全ての人が共生して

いける仕組みが必要不可欠となる。本研究で

支援を目指すのは視覚障碍者の単独歩行で

ある。単独歩行は視覚障碍者の社会的自立に

関わる重要なタスクの一つである。 
 
２．研究の目的 
視覚障碍者のためのブラインドナビゲーショ

ンシステムの開発を目指す。一人称カメラ、

GPS、街並画像データベースを組み合わせ、画

像認識をコア技術とする。具体的には次の２

点を実現する。(1)自己位置と進行方向を 

推定し、地図との対応付けることで、ナビゲ

ーションを行う。(2) 信号機や車両といった

周辺環境の認識を行い、ユーザを音声などで

誘導する。(1)では、GPS の位置情報の誤差を

修正し高精度な位置情報取得するか、進行方

向をどのように推定するかが問題となる。(2)

では高速に精度よく周囲の物体を検出、認識

することが重要である。自動車の自動運転に

おける周辺環境認識にも利用が期待でき、応

用可能性も高い。 

 
３．研究の方法 
ブラインドナビゲーションシステムの開発

のために４つの画像認識および計測技術の

提案を行った。以下にその内容について述べ

る。a)一人称カメラにより撮影された画像か

ら街並画像データベースの撮影位置に近い

多視点画像を生成し、街並画像データベース

とのマッチングを行い、歩行者の自己位置お

よび進行方向を推定する b)照明の影響など

により、通常の RGB カメラで安定して信号機

の信号色の認識や周辺物体の知覚色認識を

行うのは困難である。そこでハイパースペク

トルカメラを用いて物体色のスペクトルを

メトリックラーニングを用いて学習し、知覚

色認識に有効なスペクトルの識別を試みる。

c)ナビゲーションでは障害物や、周辺の移動

物体の検出が必要不可欠である。そこでリア

ルタイムでの物体検出が可能なディープニ

ューラルネットワークを用いた物体検出を

試みる d)歩行時の視覚障碍者にはどのよう

な情報やナビゲーションが必要かを明らか

にするために、歩行時の視覚障碍者の歩行時

の視野を計測する方法を開発する。 

 
４．研究成果 

実施した研究成果を以下に述べる。 

a) 一人称カメラにより撮影された画像から

街並画像データベースの撮影位置に近い

多視点画像を生成し、セグメンテーショ

ンを行うことで街並領域を抽出した。ま

た、街並画像に対しても同様にセグメン

テーションをおこない、画像間のマッチ

ングを行うことで自己位置および進行方

向推定を行った。既存のマッチング手法

と比べて精度を向上させることができた。 

b) 信号機の信号色の認識や周辺物体の知覚

色認識のために、ハイパースペクトルカ

メラを用いて物体色のスペクトルをメト

リックラーニングを用いて学習し、知覚

色認識を試みた。これにより、通常の RGB

カメラでは認識が困難の物体色の認識を

可能とした。 

c) リアルタイムでの物体検出が可能なディ

ープニューラルネットワークの一種であ

る Fast Deep neural networks (FastDNN)

によって、歩行者検出を行った。大規模

データセットを用いて、ナビゲーション

システムで必要な周辺環境認識に適用可

能かを検証した。 

d) 歩行時の視覚障碍者、ここでは視野狭窄

者を対象として歩行時の下視野計測を大



規模可視化装置をもちいて計測した。適

切なナビゲーションのためにはどのよう

な情報が必要であるのか、また、どのよ

うなナビゲーション方法が適切であるの

かを検討するために、大規模可視化装置

を用いて歩行者の下視野を計測するシス

テムを開発した。既存の計測手法は着席

時の計測に限られたが、本システムは歩

行時の視野計測を安全に実現した。また、

実際に視覚障碍者を被験者(2 名)とした

実証実験を行った。結果を図 1 に示す。

実験の結果、歩行時と直立時で文字の見

え方が異なり、歩行時の下視野が計測可

能であることを確認した。 
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